
令和６年度 宮城県道路メンテナンス会議 取り組み事例

■「ハイウェイフェスタとうほく２０２４」への出展
日 時 ： 令和6年9月21日（土）、22日（日） 2日間 10時～16時
場 所 ： 仙台市勾当台公園（いこいの広場）
対 象 ： 「ハイウェイフェスタとうほく２０２４」来場者（一般市民 ２日間で約１４０名来場）
概 要 ： 道路施設を身近に感じ、メンテナンスの現状や老朽化対策を知っていただくために、パネルの展示や説明、

「ＶＲ体験：橋梁探検バーチャルツアー」「コンクリート楽器（コン琴）演奏」の体験等を行った
出展機関 ： 国土交通省 仙台河川国道事務所 （宮城県道路メンテナンス会議）

■展示・体験内容

・道路施設の現状、老朽化施設のパネル展示
・コンクリート楽器（コン琴）演奏
・ＶＲ体験：橋梁探検バーチャルツアー

▼コンクリート楽器（コン琴）の体験

▼ 開催状況 全景

▼ＶＲ体験（橋梁探検バーチャルツアー）

▼道路施設の老朽化を知る（供試体打音体験）

2日間の出展で大勢の方に、橋梁点検・探検バーチャルツアーやコンクリート楽器（コン琴）の演奏
などを体験していただき、また、老朽化対策についてもパネルを展示、現状等を伝えることができた。
※バーチャルツアー体験者数：２日間合計 ４８名

■VR体験
○橋梁探検バーチャルツアー
（気仙沼湾横断橋）

＜体験者数＞
9/21（土） １４名
9/22（日） ３４名

合計 ４８名

▲パンフ
ハイウェイフェスタとうほく２０２４

▲チラシ：橋梁探検バーチャルツアー

▲チラシ：道路構造物の長寿命化（マンガ）


